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令和５年１１月１日  市長定例記者会見 

 

   

  

１ 概要 

現在、本市の人口に占める外国人市民の割合は約４．５％であり、中四国の自治体でもトップクラ 

スである。今年の９月末時点で約 8,500人（111の国や地域）の外国人が市民として暮らし、今後もそ 

の数は増加する見込みである。 

   外国人とのコミュニケーションに不安を抱く人も多い中、この度、JICA 中国、みんなの外国人ネッ

トワーク（MINNA）との共催により、市民向けに外国人とのコミュニケーションに役立つ情報や外国人

にも伝わりやすい「やさしい日本語」に関するセミナーを開催し、多文化共生のまちづくりを推進す

る。本市が JICA中国と共催で事業を行うのは初めてである。 

 

２ 背景 

  国の調査では、「希望する情報発信言語」として「やさしい日本語」を選んだ人は７６％と高く、

本市のアンケート調査でも、日本語を「書く」「話す」「読む」について、できる人はいずれも８割

を超えている。 

  これまで、「やさしい日本語」教室は自治協議会や地域センターなどを中心に毎年実施しているが、

認知度向上や実際の運用については、広く啓発や研修が必要な状況である。また、技能実習生等の外

国人労働者を受け入れる市内企業もあることから、地域だけでなく職場への啓発も必要であり、少し

の工夫で対応できる「やさしい日本語」の普及を進めるため、セミナーを開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活環境部市民生活課 

電話：082-420-0922 

「地域連携セミナー＠東広島」の開催 

～やさしい日本語で外国人とコミュニケーション～ 
 

日本語の習得状況について (％) 

出典：東広島市国際化に関する外国人市民アンケート（令和元年） 

［訂正］11月 1日の記者会見及びプレスリリース 
の資料に、次のとおり修正がありました 
（11月 8日修正） 
※下線部分（３ 開催日程等） 
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２ 主催 

  JICA（国際協力機構）中国、MINNA（みんなの外国人ネットワーク）、東広島市の３団体による共催 

 

３ 開催日程等 

(１)日時  令和５年１２月２０日（水） １８時１８時３０分～２０時１５分 

(２)会場  東広島市市民文化センター ３階 アザレアホール 

(３)対象  東広島市民、市内事業所関係者 等 

(４)内容 

  ■講演①「各地における『やさしい日本語』と多言語対応の取り組みと今後の展望」 

   新居 みどり氏（NPO法人国際活動市民中心（CINGA）コーディネーター）    

■講演②「各地の自治体の外国人住民対応～外国人労働者４７都道府県プロファイルから～」 

  佐藤 寛氏（開発社会学舎主宰） 

 ■パネルディスカッション 

   「困ったときにはどうしよう？外国人住民と日本人の双方からできることはなにか」  

     （パネリスト） 

間瀬 尹久氏（HLA日本語学校校長） 

       正原 耕治氏（西条住民自治協議会国際交流部会長） 

       清水 祥平氏（（社）東広島青年会議所会員 株式会社 INOSHISHIYAH代表取締役社長） 

       清水 友美氏（医療法人好縁会グループ管理支援部） 

       ホアンティリン氏（広島大学教育学部研究生、ベトナム出身）   



∼やさしい⽇本語で外国⼈と∼やさしい⽇本語で外国⼈と
コミュニケーション∼コミュニケーション∼

清水友美
医療法人好縁会グループ管理支援部

講演２　佐藤寛
「各地の自治体の
　外国人住民対応
　～外国人労働者
　47都道府県プロ
　ファイルから～」

�12/20 ⽔

つたわる
つながる
やさしい
日本語

東 広 島 市 市 民 文 化 セ ン タ ー 3 階
ア ザ レ ア ホ ー ル
（ 東 広 島 市 西 条 西 本 町 2 8 - 6 ）

18:30〜20:15
   (18:00受付開�）

地域連携セミナー＠東広島地域連携セミナー＠東広島

\登録はこちら/

共催：JICA中国　みんなの外国人ネットワーク(MINNA)　東広島市

街でよく⾒かける外国⼈。東広島市には100を超える国や地域から、

約8,500⼈の外国⼈が共に暮らしています。⽇々の暮らしの中で、

外国⼈とのコミュニケーションに困っていませんか。

このセミナーでは、外国⼈とのコミュニケーションに役⽴つ情報や、

外国⼈に伝わる「やさしい⽇本語」を紹介します。このセミナーを

機会に、外国⼈とのコミュニケーションについて考えてみませんか。

講演1　新居みどり
「各地における
『やさしい日本語』
　と多言語対応の
　取り組みと今後の
　展望」

パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　
間瀬尹久　正原耕治　清水祥平
清水友美　ホアンティリン
「困ったときにはどうしよう？
　外国人住民と日本人の双方
　からできることはなにか」

新居みどり
NPO法人国際活動市民中心
（CINGA）コーディネーター

ホアンティリン
広島大学教育学部研究生
ベトナム出身

間瀬尹久
HLA日本語学校校長
こどものひろばヤッチャル代表

正原耕治
西条住民自治協議会
国際交流部会長

清水祥平
（社）東広島青年会議所会員
株式会社INOSHISHIYAH
代表取締役社長

佐藤寛
開発社会学舎主宰

登壇者紹介

多文化共生コーディネーター、

外国人サポート経験者、留学生など

日本人ｘ外国人のコミュニケーション

の現場をよく知る多彩なみなさまの

お話をきかせていただきます

スマートフォンのカメラを
かざしてください

手話通訳
あり

お問い合わせ：東広島市市民生活課　TEL: 082-420-0922

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfKWTInV_fk0ka_msk8NGD-vjRJykn7Ih91YH05P49u-uzGKw/viewform?usp=sf_link


∼やさしい⽇本語で外国⼈とコミュニケーション∼∼やさしい⽇本語で外国⼈とコミュニケーション∼

ホアンティリン
広島大学教育学部研究生
ベトナム出身　映画「名探偵コナン」を見たことで、日本語に興味を持
ち、ベトナムの大学で日本語を習得。　2023年4月に来日し、知り合いの
学生や技能実習生から医療機関での通訳について相談を受けることが多い

間瀬尹久
HLA日本語学校校長
こどものひろばヤッチャル代表
1988年、留学生配偶者等を対象に日本語支援活
動を始める。その後、市内小中学校の外国籍児
童生徒に対する日本語指導講師、広島YMCA日本
語学校やひろしま国際センターで日本語講師を
歴任し、東広島市教育文化振興事業団で多文化
共生コーディネーターを経て、現職

清水祥平
（社）東広島青年会議所会員
株式会社INOSHISHIYAH代表取締役社長
大学在学中のインド渡航をきっかけに、実際に
体験を通じて学べる場の提供を目指し起業。広
島県内の企業や学校にてSDGｓ関連講座を多数
実施し、一般財団法人ローカルSDGｓ支援機構
SDGｓ推進シニアコンサルタント、SDGｓ各種
公認ファシリテーターとして活躍中

つたわる
つながる
やさしい
日本語

講演２　「各地の自治体の外国人住民対応～外国人労働者47都道府県プロファイルから～」
佐藤寛
開発社会学舎主宰
開発をめぐる「実務と研究を橋渡しする」をライフワークとする援助研究者・開発社会学者
2023年3月までジェトロアジア経済研究所研究推進部上席主任調査研究員
みんなの外国人ネットワーク（MINNA）プロジェクト「外国人労働者47都道府県プロファイル」を監修

地域連携セミナー＠東広島地域連携セミナー＠東広島

講演1　「各地における『やさしい日本語』と多言語対応の取り組と今後の展望」
新居みどり
ＮＰＯ法人国際活動市民市民（CINGA）にて事業コーディネーターとして勤務。
外国人総合相談支援センター及び外国人技能実習機構母国語相談センター
統括コーディネーター兼務。
法務省「在留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」に関する有識者会議委員、
文化庁「日本語教師の資格に関する調査研究協力者会議」委員などを務めた

パネルディスカッション
「 困ったときにはどうしよう？外国人住民と日本人の双方　からできることはなにか」　　　　　

登壇者紹介

正原耕治
西条住民自治協議会国際交流部会長
特定非営利活動法人カンボジアひろしまハウス
協会理事、一般社団法人広島ベトナム平和友好
協会(HVPF)理事として、アジア圏の外国人とも
交流を深める中、今年5月から西条住民自治協議
会の初代国際交流部会長に就任し、地域に住む
外国人との多文化共生を推進中

清水友美
医療法人好縁会グループ管理支援部
大学にて日本語教育を専攻した後、約10年間ボ
ランティアで外国人ALT（英語教師）の日本語
教育ならびに生活サポートを行う。その後、技
能実習生の入国後講習を担う研修センター勤務
を経て、現在は医療法人好縁会にて外国人介護
職の採用ならびに約40名の外国人材の生活サポ
ートと日本語・介護教育を担当

共催：JICA中国　みんなの外国人ネットワーク(MINNA)　東広島市
お問い合わせ：東広島市市民生活課　TEL: 082-420-0922


